
第
一
部

長
崎
医
科
大
学
の
原
子
爆
災

　
お
も
え
ば
八
月
九
日
、
爽
か
に
晴
れ
た
朝
、
先
づ
警
戒
警
報
が
出
、
次
で
七
時

す
ぎ
空
襲
警
報
と
な
り
、
九
時
に
は
之
れ
が
解
除
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
渡
つ
た
の

で
、
人
々
は
常
態
に
復
つ
て
講
義
に
、
診
療
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
つ
い
て
居

た
。
十
一
時
二
分
、
突
如
怪
光
一
閃
つ
ザ
く
轟
音
と
共
に
ー
“
ピ
カ
ド
ン
”
と

言
う
表
現
は
端
的
で
あ
る
ー
長
崎
市
の
北
西
部
は
潰
滅
に
帰
し
た
。
爆
心
か
ら

六
〇
〇
～
八
O
O
米
の
圏
内
に
あ
つ
た
長
崎
医
科
大
学
、
附
属
医
院
、
薬
学
専
門

部
、
風
土
病
研
究
所
、
看
護
婦
寄
宿
舎
等
一
連
の
建
物
は
、
八
五
〇
有
余
名
の
職

員
、
学
生
生
徒
と
共
に
こ
の
例
外
で
あ
り
得
な
か
つ
た
。

　
本
来
な
ら
八
月
は
夏
期
休
暇
中
で
あ
る
が
、
当
時
は
非
常
短
期
速
成
で
休
暇
を

返
上
し
て
授
業
が
続
け
ら
れ
、
加
う
る
に
一
九
四
〇
年
頃
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
東
亜

共
栄
圏
へ
の
医
師
の
供
給
に
備
え
て
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
（
主
事
高
木
純
五

郎
教
授
）
ま
で
置
か
れ
た
の
で
、
犠
牲
学
徒
の
数
は
倍
増
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
大
学
の
管
理
部
と
基
礎
医
学
の
教
室
は
薬
学
部
と
共
に
、
附
属
医
院
よ
り
も
爆

心
に
や
＼
接
近
し
た
丘
上
に
、
木
造
で
建
て
ら
れ
て
い
た
。
看
護
婦
宿
舎
は
附
属

医
院
の
構
内
で
あ
つ
た
が
、
木
造
二
階
建
で
あ
つ
た
。
之
等
木
造
建
築
は
爆
発
と

同
時
に
倒
潰
し
、
次
で
原
子
の
驚
く
可
き
高
度
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
に
よ
つ
て

燃
え
出
し
た
の
で
、
管
理
部
の
如
き
も
、
山
木
事
務
官
ほ
か
給
仕
さ
ん
ま
で
、
一

切
の
書
類
帳
簿
と
共
に
灰
と
な
つ
た
。
（
ち
な
み
に
山
木
君
は
大
金
庫
の
前
に
席

が
あ
つ
た
の
で
、
一
時
圧
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
ら
し
く
、
救
い
を
求
む
る
声
を
国
房

　藷

古羅
屋大
野学
　長

宏
　
平

教
授
は
聞
か
れ
た
と
か
。
）

　
基
礎
科
の
内
藤
達
男
教
授
（
細
菌
）
は
教
室
の
廊
下
で
、
大
倉
玄
一
教
授
（
衛

生
）
は
教
授
室
で
、
清
原
寛
一
教
授
（
生
理
）
は
教
室
内
で
圧
死
さ
れ
た
こ
と
が

お
遺
骨
に
添
つ
た
遺
品
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
。
わ
け
て
も
池
田
、
清
原
、
永
井
、

金
子
（
直
）
の
四
教
授
、
中
村
（
定
八
）
助
教
授
の
如
き
は
御
家
族
ま
で
全
滅
さ

れ
た
。

　
当
時
基
礎
科
の
五
つ
の
講
堂
で
は
講
義
中
で
あ
つ
た
か
ら
、
小
野
直
治
教
授
（
医

専
解
剖
）
、
芦
塚
陽
助
教
授
（
生
理
）
、
梅
田
薫
教
授
（
病
理
）
、
斉
藤
圭
一
教
授

（
医
専
生
化
学
）
、
福
田
秀
信
教
授
（
医
専
衛
生
）
等
は
教
壇
に
、
こ
れ
を
前
に

学
生
の
お
遺
骨
が
、
整
然
と
そ
の
座
席
に
な
ら
ん
で
発
見
さ
れ
た
。
第
一
次
大
戦

の
際
、
独
軍
の
爆
弾
に
よ
り
ベ
ル
ダ
ン
の
ざ
ん
壕
に
、
銃
尖
の
み
を
現
わ
し
て
整

列
埋
死
し
た
仏
軍
の
話
は
聞
く
が
、
大
学
の
講
堂
で
平
和
の
学
徒
が
、
斯
か
る
死

を
と
げ
た
こ
と
を
私
は
知
ら
な
い
。

　
薬
学
専
門
部
で
は
当
時
幸
に
も
一
、
二
学
年
生
は
熊
本
県
の
水
俣
、
山
口
県
の

小
野
田
、
そ
の
他
の
工
場
に
勤
労
奉
仕
で
出
て
居
り
、
三
年
生
は
学
内
で
防
空
壕

を
掘
つ
て
い
た
の
で
、
多
く
は
壕
中
に
い
た
＼
め
犠
牲
が
少
か
つ
た
。
た
ず
杉
浦

孝
教
授
（
衛
生
化
学
）
が
薬
草
園
で
爆
死
さ
れ
た
。

　
東
亜
風
土
病
研
究
所
は
一
九
四
二
年
併
設
さ
れ
、
角
尾
所
長
ほ
か
所
員
の
発
令

も
あ
り
、
建
築
費
は
民
間
寄
附
の
二
十
鯨
万
円
も
調
つ
て
、
窮
乏
の
最
中
に
漸
く
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の
こ
と
で
資
材
万
端
が
集
つ
て
い
た
が
、
起
工
寸
前
と
い
う
所
で
一
切
烏
有
に
帰

し
た
。

　
臨
床
科
教
室
（
附
属
医
院
）
は
基
礎
科
教
室
と
一
〇
〇
米
余
の
谷
を
へ
だ
て
て
、

や
や
低
い
丘
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
三
階
建
が
、
南
向
き
に
て
並
行
し
て
い
た
。

各
室
は
中
廊
下
を
挟
ん
で
南
北
両
側
に
な
ら
ん
で
お
り
、
爆
心
は
北
西
に
あ
た
っ

た
。
従
つ
て
北
側
の
部
屋
に
居
た
者
は
放
射
線
に
直
面
す
る
こ
と
＼
な
り
、
南
側

の
者
に
比
し
死
者
を
多
く
出
し
た
が
、
（
附
図
参
照
）
木
造
の
よ
う
に
倒
潰
に
よ

る
圧
死
は
な
く
、
僅
か
に
内
藤
勝
利
教
授
（
産
婦
人
科
）
の
如
く
書
架
の
下
敷
と

な
ら
れ
た
り
、
山
根
浩
教
授
（
眼
科
）
の
如
く
落
下
物
に
よ
り
重
傷
を
負
わ
れ
た

例
は
あ
る
。
当
日
登
院
し
て
い
て
助
か
っ
た
北
村
包
彦
教
授
（
皮
膚
科
泌
尿
器
科
）
、

調
来
助
教
授
（
外
科
）
、
長
谷
川
高
敏
教
授
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
、
古
屋
野
宏
平
教
授

（
外
科
）
、
永
井
隆
助
教
授
（
理
療
科
）
等
は
皆
南
側
に
い
た
者
で
あ
る
。
放
射

線
に
よ
る
傷
害
で
艶
れ
ら
れ
た
角
尾
晋
学
長
（
内
科
）
、
石
崎
戌
助
教
授
（
外
科
）
、

大
和
田
野
浩
一
講
師
（
外
科
）
な
ど
の
部
屋
は
北
側
で
爆
心
に
向
つ
て
窓
が
開
い

て
い
た
。

　
基
礎
科
の
教
授
中
に
も
逃
れ
出
て
一
時
助
か
つ
た
方
は
あ
る
が
、
高
木
純
五
郎

教
授
は
、
収
容
さ
れ
た
横
穴
防
空
壕
内
で
枕
を
な
ら
べ
て
居
た
角
尾
教
授
も
診
察

し
た
わ
れ
く
に
も
、
全
く
見
当
が
つ
か
ず
、
診
断
不
明
の
ま
、
、
た
ず
水
を
飲

ん
で
は
吐
き
飲
ん
で
は
吐
き
し
な
が
ら
、
十
一
日
悶
死
さ
れ
た
。
お
遺
骸
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
土
葬
し
た
。
国
房
二
三
教
授
（
法
医
）
は
御
自
宅
で
十
五
日
に
、
祖

父
江
勘
文
教
授
（
薬
理
）
は
佐
野
保
教
授
の
お
宅
に
運
ば
れ
て
、
自
ら
気
管
切
開

を
試
み
ん
と
す
る
程
の
強
い
口
狭
炎
性
呼
吸
困
難
を
起
し
て
十
六
日
に
、
亡
く
な

ら
れ
た
。
臨
床
科
の
山
根
浩
教
授
は
破
傷
風
を
発
し
て
十
五
日
に
、
角
尾
晋
学
長

は
自
ら
赤
痢
を
疑
わ
れ
た
程
の
血
便
下
痢
に
、
四
十
度
を
越
え
る
稽
宙
高
熱
が
加

わ
り
二
十
二
日
遂
に
逝
か
れ
た
。
病
院
の
構
内
に
皆
で
木
材
を
つ
み
火
葬
を
営
ん

だ
。
爆
災
か
ら
復
興
の
当
時
を
回
顧
す
れ
ば
、

湧
い
て
止
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
「
追
憶
」
よ
り

涙
と
共
に
思
い
出
は
次
ぎ
次
ぎ
と

（
被
爆
直
後
、
重
症
の
角
尾
学
長
は
古
屋
野
教
授
に
後
事
を
託
さ
れ
た
。

教
授
は
学
長
代
理
、
次
い
で
学
長
と
し
て
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
。
）

古
屋
野
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ベ
ラ
ン
ダ

φ
蕩

　挙

皮膚泌尿器科外来診察室

N

　習13
［ニコ●69

　　　14

　膏薬室

　●9
碧□垂 患者待合室 ［］

0
1
1

廊　下

膀胱室 泌尿器治療室

2　　67
0　0●　診
・□察
1000室
　345

8
0
検
査
室

　寧
予生
診）
室

＝　　　階

1．北村教授
2．西森学生
3．黒木副手補
4．東岡先生
5．金子講師
6．後田看護婦
7．橋本看護婦
8．土橋看護婦
9．中山助手
10．山崎看護婦

11．浜崎看護婦

12．肱黒看護婦

13．岩松看護婦

14．林看護婦
15．福島看護婦

＿　階

受傷
受傷
無傷
受傷
受傷
脱毛
脱毛発熱　八月二十六日死亡

受傷
受　傷　　八月末死亡

受傷
受傷
火傷　八月十日死亡

受傷発熱　九月一日死亡

受傷発熱　九月六日死亡

火傷
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長崎医科大学職員並びに学生原爆被爆犠牲者数

長崎医科大学 職　員　数 学生数

学長

教授

助教授・講師

助手・副手

1
1
1
1
0
1
7

仮卒業

4年生

3年生

2年生

1年生

7
3
6
1
5
6
3
7
3

小　　計 39 1σ4

附属医学専門部

教授 3 仮卒業

3年生

2年生

1年生

　5

24（1）

110（2）

167

小　　計 3 306

附属薬学専門部

教授 2 3年生

2年生

1年生

239

5

小　　計 2 37

看護婦 看護婦養成所

婦長

産婆主任

看護婦 4

助産婦生徒

2年生

1年生

1
2
4
3

3
小　　計 51 58

事務官

事務員

　　　　　　　1

男子95，女子111

小　　計 207

総　　計 897名

（平成8年8月調査結果。カヅコ書きの8月1日250キロ爆弾犠牲者3名を含む）
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在学生の被爆状況

基礎キャンパス

医科大学

2年生

1年生

被爆場所

病理学講堂

生理学講堂

出席者　　被爆死亡者　　死亡率

3
3

6
ワ
ー 3
3

6
ワ
ー

100％

100％

附属医学専門部

2年生

1年生

附属薬学専門部

3年生

2、1年生

衛生学講堂

解剖、生化学講堂

壕内・薬品庫・薬草園

108－X

　167

29

不明

108－X

　167

　～

Q
U
4

り
ム
ー
⊥

100％

100％

79％

臨床キャンパス

医科大学

4年生

3年生

被爆場所

科
科
各
各
床
床
臨
臨

出席者　　被爆死亡者　　死亡率

70

明
約
不 6
5
3
1

51％

附属医学専門部

3年生

2年生

臨床各科

南講堂、病室

不明

4十X

23

　X
（10～20）

看護婦養成所

2年生

1年生

臨床各科

臨床各科
明
明
不
不
4
Q
U

り
乙
Q
U
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在
学
生
の
被
爆
状
況

入
院
患
者
の
被
爆
状
況

22

　
基
礎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
原
子
爆
弾
投
下
時
四
百
名
余
の
医
科
大
学
と
附
属
医
学

専
門
部
の
学
生
が
木
造
の
五
つ
の
講
堂
に
い
た
。
受
講
学
生
の
大
半
が
講
堂
の
中

で
座
っ
た
ま
ま
の
位
置
で
教
授
と
相
対
す
る
よ
う
に
整
然
と
並
ん
で
即
死
し
た
。

倒
壊
炎
上
す
る
講
堂
か
ら
は
い
だ
し
九
死
に
一
生
を
得
た
学
生
も
爆
心
地
か
ら
約

五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う
至
近
距
離
で
被
爆
、
急
性
原
爆
症
の
た
め
次
々
と
倒

れ
一
月
以
内
に
全
員
が
死
亡
し
た
。
薬
学
専
門
部
に
は
三
年
生
と
学
徒
動
員
に
参

加
し
な
か
っ
た
一
、
二
年
生
と
が
登
校
し
て
い
た
。
多
く
は
防
空
壕
掘
り
の
最
中

に
被
爆
し
、
外
に
で
て
い
た
も
の
は
即
死
、
壕
内
で
直
接
被
爆
を
ま
ぬ
が
れ
た
も

の
少
数
が
生
き
延
び
た
。

　
臨
床
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
卒
業
試
験
の
為
に
医
科
大
学
四
年
生
と
附
属
医
学
専
門

部
三
年
生
の
大
部
分
が
出
席
し
て
い
た
。
医
学
生
だ
け
で
な
く
、
看
護
婦
養
成
所

の
生
徒
も
臨
床
各
科
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
附
属
病
院
は
堅
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
で
あ
っ
た
の
で
、
被
爆
し
た
場
所
に
よ
り
生
死
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
崩
壊
し
た
箇
所
が
多
く
や
が
て
建
物
全
体
が
火
に
包

ま
れ
た
。
爆
心
地
か
ら
附
属
病
院
は
約
七
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
厚

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
遮
ら
れ
て
直
接
被
爆
を
ま
ぬ
が
れ
、
原
爆
症
に
苦
し
み
な

が
ら
生
き
延
び
た
人
も
多
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
忠
臣
調
べ
）

　
原
爆
投
下
に
先
立
つ
八
月
一
日
、
附
属
医
院
に
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾
が
投
下
さ
れ

三
名
の
学
生
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の
後
入
院
患
者
の
退
院
帰
宅
が
勧
め
ら
れ
、

重
症
者
を
残
し
て
軽
症
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
原
爆
投
下
日
ま
で
に
退
院
し
て
い
た
。

原
爆
投
下
時
に
は
入
院
患
者
］
〇
七
名
と
付
添
人
二
〇
名
が
い
た
。
外
来
患
者
の

被
爆
状
況
は
全
て
の
カ
ル
テ
と
書
類
が
焼
失
し
、
全
く
わ
か
ら
な
い
。
原
爆
被
災

復
興
日
誌
の
中
で
調
教
授
は
患
者
数
は
外
来
を
含
め
て
約
三
百
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
庶
務
課
の
原
子
爆
弾
統
計
表
と
原
子
爆
弾
当
時
人
員
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
入
院

患
者
数
は
と
も
に
一
〇
七
名
、
死
亡
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
五
三
名
と
五
四
名
で
一
名

の
違
い
が
あ
る
。
付
添
人
は
二
〇
名
中
一
九
名
死
亡
と
一
致
し
た
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旧長崎医科大学基礎教室の配置図
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旧長崎医科大学附属病院及び東側丘陵の見取地図
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4
口

1

1．丘の中腹の民家
　倒壊したが焼けず、この家より米と釜を持
　　ち出し握り飯を作って被爆者に配給した。

2．穴弘法の茶店

　倒壊、焼けず
3．穴弘法（様）

　入口は幅55cm、高さ145cm、奥行は約3×3

　㎡の広さを有する洞窟で、奥に弘法大師が
　祀られている。一般の信仰が厚い。
4．穴弘法寺

　小さいが奇麗なお寺であった。真言宗、原
　爆の際倒壊、但し火災は起こらなかった。

5．放射線科の急設バラックの所在地で、私
　　（調）は8月9日の夜ここで一夜を過ごした。

6．角尾学長及び高木附属医専部長が9日夜野
　宿されたところ。
7．保健婦養成所

　古い木造建物、原爆爆発後まもなく発火炎

　上。
8．外来本館前の坂道

　　この坂道には人、馬などの死体が無数に見

　　られた。

9．外来本館：コンクリート建、地

　　下1階、地上3階、全焼。

　　内科病棟：地下1階、地上3階
　　耳鼻咽喉科病棟：2階

　　外科病棟：3階

　　皮膚泌尿器科病棟：2階
　　高北（伝染病棟）：2階
　　高南（結核病棟）：地下1階、地

　　上2階
　　看護婦寄宿舎：木造2階
　　産婦人科手術室：2階

　　古屋野外科手術室：2階
　　調外科手術室：2階
　　南講堂：1階平面、2階階段
　　調理部：2階

　　洗濯室：2階

10．

11．

12．

13．産婦人科病棟：3階
14．北講堂：階段教室

15．小児科病棟：2階

16．眼科病棟：2階
17．精神科病棟：2階
18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26．

27．

（忘れな草五号より）
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　　　　　　　　助　　　　　　　　　　　医　学
中土斎菊籍内石芦贅山内内高墾国清金大梅池姦角邑長昭
村江藤野轟田崎塚轟根藤藤木江房原子倉田曜尾　崎和

定乾圭晴信　匪達勝純勘二寛玄吉　　医二　　　二浩　　　　　　　五八一一郎一久戌陽浩男利郎文三一直一薫人晋　科十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　医　　　　　　　　　　　　　　　　　助
大岩大山矢三古中長徳高周才佐黄呉黒菊伊相手呂福
　　仮　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
嶽崎卒田野谷川山尾永木　津藤　　木地賀川副　田
　　業　　　　　　　　釈　　過福　　　　手雲
乙誠一英　秀一善敏　直　芳　　　重秀由　一　秀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宣　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ哉彦　子明夫郎敏顕等也新雄昇伝順徳夫友匡　龍信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
戴園蘇古久清鬼奥大梅上岩今今青相相大村村寺鈴柴
　　　　　　　　　　　　　　　　　四
　田　賀保崎塚　津原原切村西木羽川年田上田木田
懐　百　　　　　　　　　　　　　　 生
　哲　典哲裕正和昇正利　喜　　　清一千吉文四
徳郎齢志雄之英夫久幹之達人章武正澄　秋作彦郎清

月
九
日
投
下
原
子
爆
弾
の
犠
牲
と
な
っ
た

職
員
並
び
に
学
生

　　　　　　　医
大白赤大脇羅林毛宮宮穂平肥日服原昇西新永中土谷

池井松年川　　利本城坂井後高巻田　　名見尾肥口
　　　生　時中
末　雅一恭　　元精三純達　和勝清雅憲清敏守達
知　　　　　　　　津
生進弘　一達鳳次一次一也実郎之巳夫治隆樹男一誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
大大小江稲糸池生五荒大李楊山三古花野陳滝片奥大
　　　　　　　　十　二
東場川口垣山西駒嵐木年　　崎島川田口　口山田浦
　　　　　　　　　　生釣柄　　　　　克
　次三　明隼　晋国宗一　　龍俊一　　　　道光

弘郎郎宏彦人清助人雄　光煙夫夫郎紀修振薫生男裕

（
翻
鐸
農
講
ピ
）
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竹高平田田鈴菅須新白治坂酒後古小黒久桐岐川風加何奥奥太

田木良中中木　沢開川村中井藤賀西田保原部上早藤　村田田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振
　劉　淳，喜俊道俊常清広善克祐洋　省道研謙平哲良　　滉裕
　一　　 八　　　　　　　　　　一　　　 一　　　　　　　一
実郎浩一郎夫之吉弘志三視次碩郎淳作也郎治蔵郎明欽巌郎司

　
医

大米山山山森森百村蓑溝三堀堀藤深東樋林馬羽中中豊飛津谷
年沢本田田内　崎田田口村部家井江　渡　　立山尾田沢和村
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　祖
一健克滝邦　芳知　正哲　　　伊久秀浩喜　俊謙敏正寛恵新
　　　　　　　治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
　治弘雄久薫信郎司勝郎寛健潤織一昭二保諮雄吉行倫治吉郎

高児古古草桐吉川川金金片大大大上植市石石石石猪伊浅浅青
妻玉賀賀野山良崎口山宮山原西西野田川橋橋塚井股藤山井山
秀　光宏　真信正賢禎賢　　俊欣弘泰幸若　　一信裕明　賢
夫望毅次肇克明之一治治登健夫二男輔男月忠等徳安夫生明治

藤藤平百肥箱野野新西西中中中中鶴近谷立竹高瀬鈴菅島篠佐
野田川野田田津口田谷田村司瀬川田石山石本橋口木原田原賀

祐栄秀栄吉健寿英清和二十哲哲和文浩恒盛寮秀邦章
　　　　一　　　　　　　　　　　　四　　　　　　　　　 二
一嚢一雄郎清恭一男重司一夫博郎夫夫夫生亮二雄男二郎夫生

　　　　　　　　　　　　　
　　　医　　　医
清木青専松保小専和龍米吉吉横山山山桃村宮嶺溝松松松前古
　田　仮　　　教
田橋木卒尾野野授田頭谷永岡山根田田原田地脇口浦浦井橋坂
　　　業　　　一
和良伸一京正直　正　　　忠嘉　敏清敬修信秀常　重日　光
　　　　　　　　　　　　　　　　　太　　　　　　 出
之道夫　哉之治　人集裏亮幸夫繁夫孜郎策義雄一勤信雄裕毅
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
渡李横深箔芳永高高謝島近香大大岩伊有足麻浅浅浅青専劉樋
辺　手山　賀見木木　田藤月島浦永東富立生田田倉木年　渡
　集　　乗　　　　遜　　　　　　　　　　　　　　生有
雄貞　 幸恒邦地金喜達国重幸　勝多一俊　　　　　　　　　　香　　八　　　　　　　　計
三鎗衛隆挙久夫信憲英生一健郎治雄光康男弘昇孝久茂　徳夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
落沖岡大大大小江臼岩岩妹犬石石石池池井安荒東芦秋赤間専
　　　　　　出　　　　　　　　　之　　　　　　　　　二
合　本野槻谷石藤坂永瀬塚塚本塚井子田水楽牧　沢月崎野年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生
潔　陽　秀豊行久俊千　道喬和　立　博信芳貴輝正　安千一
水勲一明雄治夫国行引充俊二良充夫肇実夫照敏男徳栄孝春

生下里坂佐佐近児児古古小鍬黒倉木河河川川亀兼金片梶郭賀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伯
島崎崎本藤藤藤玉玉森賀島先井本元村添野’床井氏子部原　来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳
一俊永博直恕忠正　泰敬惇清　　又万正正　　一幸　辰
　　二　　　　　　　　　 四　　　喜
夫水郎之方一利嘉進而賢一郎啓武男生行章隆宏郎雄勇巳徽潮

永中中中中中朝富土寺塚玉竹竹武高高高高高田田田田鈴菅首
井山島島島尾長永岐田本崎浜下内平橋橋橋永辺中中中木原藤
正喜正静之武和誠宗重孝昭吉正　伸二　　　清祥秀　一三洋
一昭武雄彦人夫之次治允宏和七健吾郎茂清宏隆生雄精男善三

横森森村村三松松松益前本藤福福深樋原畑昇西仁成並永永永
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志
田村　田田宅元岡尾田川多川田田堀口　原　田川松木田島井

　　　由玄治武　　良泰四繁博彰　匠浩睦昭　禎英輝信順
健哲猛之英信紀登宏和成郎文之一進一巳夫二豊一明夫夫三保
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
蛯浦浦梅上岩岩岩岩今犬出磯池井井安荒浅秋秋青阿専渡和林
原川上木村永永永田村塚田永崎田上藤木田吉口木部年辺田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　栄
　幸康敏輝要八　昭義彦昭利雅成政俊寛典敏明昭琢一正弘
守弘則郎人範洲功夫徳夫郎夫裕事治光一昭郎海三磨　守行主

小小桑草草北北木木河川川川川蒲兼金角片片甲奥太大大大尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久
森玉原野野村野村戸野原頭崎上原信尾川野岡斐野田隈楠保崎
　雅真祐家昌陽重将　俊琢勝　静光敏　哲哲靖　和　泰　雅
　　　　　　　　　　　　次
巌昭司次通臣一彦之明吾磨郎允男世也肇男夫敏昭男亨正彰男

隆多田田田田田田摂関杉杉調白下嶋嶋渋柴柴篠篠重崎相相古
杉田吉本中尻代川津家山本　石垣村田谷田田原崎松永良良味

悟正正利清達　昭定雅克勝弘　弘　博隆正勝　兵　哲弘和房
郎幸英道視郎正義昭俊己成治仁知治之資人三昇衛肇男道雄雄

野西西西長中中中中中中朝飛轟時東土土哲鶴立竹滝高高高高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比比
口村村　谷山山村島島尾長永木沢内橋橋翁　石原川良良月崎
陽　昭大　三昭正禎欣泰習唯　大正直弘元武希　益房公　惇

一弘治雲茂郎之明三一三也三汎郎雄行基寿俊男豊一男昭博佑

松松松松前前馬堀古藤藤藤福深平平平秀久日原林浜浜長橋野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷
本永田鵜田川島　田本原田田江山山山島松高　田崎口川本田
亀久藤　信茂孝長弘栄元正武寛　真勝克鶴康　新菅恭　良武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太
人一祐璋也樹徳生久治輔義麿男貢之康巳市隆嚢郎男三脩平光
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吉山山山山山山山山森森森室牟宮峯光光溝水三三三三丸待松
　　之
岡領内下下下崎崎口山尾　園田本　永岡口田宅島重浦田山山

　正正嘉正　寿邦明晃勝敏重五幸　応喜　　紀清俊修脩　常
　　　　　　　　　　　　　十　　　一
董夫信計之繁治雄次二磨之義夫弘寛美郎渉肇男和夫造造俊雄

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　薬　卒　　薬
奈多田末陶小岡仰江石池荒専伊業山杉専渡若和劉力米吉吉吉
良　　　　曽　　　　’　三　生　　教
崎田中永山根本木島田田木年丹・下浦授辺杉田　武　村野田
　　　　　　　　　　　　生　研　　一　　　嘉
一哲　孝　邦省英　憲敏一一章究次　　陽　　　豊精竜　和
　　　　　　　　　　　　　　補
城雄博幸桂弘三雄修敬明夫　吾助郎孝　一正弘瑞和一男克郎
　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　薬　　　　　　　　　薬
中中中竹早専吉吉安福平田郡一青専渡米山山矢村宮松松藤橋
　川　　　一　　　　　　　番　二
倉原尾本田年田田本田湯村家ケ木年辺田田崎富山本本野田本
　　　　　生　　　　　　　瀬　生
光哲　典　一一　道　　時淑　茂一　量庸　智直保　義豊慶
　　　　　　　　　　　　　忠
雄夫滋国傑　馬功男登司男郎政樹　寿平夫武久行彦登輝弘治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　看　産　　　　　　看
竹後菅霜小倉川金加大緒内内岩岩井井護園婆有江田中内蒲護
　　　　　　　　　　　　　　　　　婦　主　　　　　　婦
谷川　川崎橋崎崎藤坪方野尾下崎上上一田任村下中尾田島長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　 一
良千ハアタ満信久ト和ヒ和文ス松ミ光　チ　シス米ナ敏ユ
　代ルサケ寿　　シ　サ　　エ　ツ　　カ　ゲ
子美ヨノノ子子枝子子力代子子子ネ子　工　子ム子ツ子リ

吉山山山武峯松松松馬本藤福肱原浜浜浜橋橋橋野野西長中中

田下下口藤　本本岡渡田田田黒　田崎　本本川副口下浜山野
シ秀栄ヒミ逸リ幸ト君年和艶サ衛美瑠ト道加ヤク寿美イヨキ
ズ　　　サ　　　シ　　　　　　 吏モ　奈ス　栄　　シク
ヨ子子ロエ子キ子工子子代子工子幸子工子子ノミ世代トエノ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看　産
若吉吉湯武宮峰光保平林浜橋土田河川川樫大大磯井荒護松婆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦　生
松本田川藤本　永家山　辺本岐中田谷口山山柳田戸木養尾徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成　一
嘉ミ喜明サハヨ良信タ末ヨユ富松久ミシ房フツ千洋信所タ
　シ代トル　 ヅ　キ美　　 ヨ代　一ッ子工子子エエリ子江子子シノ子枝枝チメ枝子ヨ子子子　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚
増前前古渕藤藤藤福半野野中塚谷谷早白品五河川大小江岩生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久　　　女
山田田巣野山山井島泊田田村本村口田石川嶋野上保川林永学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部
貞信節ヒフミハセスハツマ六秀セ千タチジマ鈴ア夏和キ君一
　　　サジキルツギマキサ　，　鶴カヅツチ　サ　　ヨ
子子子子エエノ子工子子工江子ツ子エコエ子子工江子ノ枝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　事
帯大大尾小小梅岩市石池池猪伊井赤相子山務吉山山光松松松
　　　　　　　　　　　　　　手　　事　官
屋野浦上川川津本原橋田井股藤口野川務木一本下下井本藤園
　　　　　　　　　　　　　　　　　員
昌多　亀留作梅貞啓定　国憲三貞義武一武　キハ栄チ綾マ節
　　　次　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ヨ
生作浩郎八郎治吉次次等松一雄市祐夫　俊　エツ子ル歌サ子

辻辻地谷立高田早早瀬鈴篠崎佐佐近黒黒倉久木川亀上桂片甲
　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　保
　　本本川谷川田田口田崎田藤藤藤田川田　下口本　　岡斐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　卯
義栄鶴十孝重　喜一国　保関　・寅次福作乙喜大菊近貞和初安
　　　三太　　　　　　一　　　　　　　四　太　　　　太
夫作松郎郎雄元八喜久勧郎一弘一義馬市一郎吉郎六次七市郎

益前本本藤福深深平原原浜羽橋野西西西南永中中中中中土堤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
永田多田永井堀堀野　　崎田田間田田浦里田村村村野岡添
　五成五　粂辰昭　身寅力卯赦　和藤一経熊嘉繁勝伊茂竹善
　十　三　　之　　　　　　　　一　　　太　　　　　四
弘鈴利郎清一助規統武一太吉綱肇郎幸二次郎長治吉作三郎吉
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　　　　　　　女
天明赤子渡吉横横山山山山山山山山山山溝深三丸松松松松町
　　波事
本田江務辺井瀬尾本本野田口口口口口口田山浦勢田田島浦田
　　　員
貴沙静一直浅久久利正源今与武末静作英輝芳忠徳松彦秀馬信
　代　　　太　　　太次　　　三　太　　　　　五
子子香　進郎吉吉吉郎郎平作夫郎夫郎一雄幹雄次郎七利太治

小小黒草久川川片片奥岡岡大大小小江浦内岩岩稲稲市石井五
佐佐　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　　　　　十
々々川野保脇口山岡平容田友塚野川崎田野永永田尾川川手嵐
　　　　　　　　　　ロノチマチマリ貞幸ア幾　綾ハヨ輝スミ笑輝敏サツソ小マ篤サ
ブエツヨリ　 醇シ　　ヨル夜ツ子子子力子ク子子キ代子子ッエ子チツ子子子子ヨモ子ミ子ミ

永中中中中土角常玉達高田田田早菅塩執真坂佐小小小小小小
尾村路田島居田田屋木塚中川川田　本行田完藤山柳村宮松笹

スハテハマユセ千キ昭ア和芳キマ泰キ信篤フテ幸ク美ミフハ
エル　ルサキ　代ク　サ　　　ツ　ミ　　ジル　ニ智チミツ
ノエイノ子エキ子工子ノ子枝ク子子ヨ子子エミ子工子工子工

本福福福深深深深深深平平平平比早林浜浜 浜橋馬野西西西永
多丸田島堀堀堀川井井山山田石一嘉渕田田崎岡本場中本村田野

康君穂悦久君エシ光ハ富春マ喜ヨケ静フヒキ米節富ヨユ利マ
　　実　　　　ズ　　士　ツ美シ　　ミサヨ　　　　　　サ
子子子子枝子キノ子ツ子子ノ子子イ子子工子子子子シキ子工

吉吉山山山山山山山森村村村溝溝松松松松松松松松松前前間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
本田本村野中田下崎野山松田越口永坂岡尾尾尾尾尾尾田川瀬

サマタキシフ富実ア千ト絢百親アチミス礼マ春利滝工政君ツ
　サクヅジ　サシ合サヨ　 サ　 ミ　タヨエツエ子子子枝ノ都工子子子ノノヨナ子ノ子子子子子枝工

31



原
爆
犠
牲
者
名
簿
に
つ
い
て
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長
崎
大
学
医
学
部
記
念
講
堂
ロ
ビ
ー
の
壁
面
に
は
、
「
昭
和
二
十
年
八
月
九
日

投
下
原
子
爆
弾
の
犠
牲
と
な
っ
た
長
崎
医
科
大
学
職
員
並
び
に
学
生
慰
霊
の
碑
」

と
し
て
犠
牲
者
名
簿
が
銘
板
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
犠
牲

者
は
原
爆
に
よ
る
即
死
及
び
急
性
障
害
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
こ
の
銘
板
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
九
日
建
立
と
な
っ
て
お
り
、
調
　
来
助
，

自
書
、
松
岡
國
一
刻
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
調
　
来
助
先
生
は
被
爆
当
時
の

惨
状
の
中
で
、
ま
た
先
生
自
ら
原
爆
被
爆
に
よ
る
急
性
障
害
の
病
床
の
中
で
、
人

的
・
物
的
被
害
、
医
療
救
護
活
動
の
状
況
な
ど
を
几
帳
面
に
記
録
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
病
気
回
復
後
も
大
学
の
復
興
に
心
血
を
注
が
れ
る
か
た
わ
ら
、
長
年
に
亘
っ

て
犠
牲
者
の
遺
族
の
世
話
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
新
た
に
判
明
し
た
犠

牲
者
若
干
名
の
追
加
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
、
被
爆
後
五
十
周
年
を
迎

え
る
に
際
し
て
、
改
め
て
情
報
蒐
集
を
行
い
ま
し
た
。
五
十
年
を
経
て
新
た
な
情

報
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
予
想
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
遺
族
、

被
爆
生
存
者
、
同
窓
会
員
や
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
忘
れ
な
草
五
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
八
九
二
名
の
犠
牲
者
に

新
た
に
五
名
の
犠
牲
者
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
々
は
医
大
副

手
（
昭
和
十
八
年
卒
）
相
川
匡
、
長
尾
敏
顕
、
医
専
一
年
生
堀
長
生
、
薬

専
一
年
生
早
田
傑
、
薬
専
副
手
伊
丹
省
吾
の
各
氏
で
あ
り
ま
す
。
尚
、
銘
板
に

あ
っ
て
忘
れ
な
草
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
薬
専
学
生
の
竹
田
克
己
氏
は
長
薬
同

窓
会
の
調
査
の
結
果
昭
和
二
十
七
年
八
月
に
死
亡
さ
れ
た
と
の
事
で
犠
牲
者
名
簿

か
ら
は
削
除
致
し
ま
し
た
。
こ
の
様
に
し
て
、
原
爆
被
爆
犠
牲
教
職
員
、
学
生
の

総
数
は
八
九
七
名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
原
爆
犠
牲
者
の
方
々
に
改
め
て
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
原
爆
犠
牲
者
の
氏
名
は
、

原
爆
復
興
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
医
学
部
緑
地
内
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
横

の
銘
板
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尚
、
今
後
も
新
た
に
犠
牲
者
と
し
て
加
え
ら
れ
る
方
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

犠
牲
者
に
関
し
て
新
し
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
医
学
部
同
窓
会
へ
お
知
ら
せ

下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
里
・
同
良
記
）


